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より深く

真理を追究する知性

より広く

自然と大を愛する

豊かな情感

より強く

たくましい意志力を

培う健全な心身
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第75号

福井市藤島中学校

P T A 教 養 委 員 会

FV)60 稲津写植印刷

コロナ禍から見えた今後のPTA PTA会長 林 健二

今年度. PT A会長を務めさせていただきました林です。

協力を賜りまして誠にありがとうございます。

今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、

年度当初より思うような活動ができず、やりきれない1

皆様におかれましては、日頃よりP T A活動に御理解と御

0
年でした。保護者の皆様も不安な日々をお過ごしではな

いでしょうか。

2か月に及ぶ休校期間を経て4'%>うやく入学式を迎えた

時には、久しぶりに見た子ども達の元気な姿にコロナ終息の希望を感じま

し た 。 そ し て 「 想 い 鶴 」 企 画 で は 、 コ ロ ナ に 負

け な い と い う 熱 い 思 い が 伝 わ っ て き ま し た 。

しかしそれも束の間…

コ
第 2 波 、 第 3 波 の 襲 来 に よ り 、 コ ロ ナ 終 息

の 兆 し が 見 え な い ま ま 新 し い 年 を 迎 え る L *

とに…この先どうなっていくのでしょう?

し か し 、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 に よ り こ れ ま で の

P T A 活動の在り方を見直す良い機会にもな

りました。リモート会議やWEB配信などの手

法 は 、 今 後 取 り 入 れ て い く べ き だ と 思 い ま す 。

現在の P T Aは藤島中学校開校当初から大き

く変わっていませんが、少子化の現代におい

て P T A活動は大きく見直す時期にきていま

す 。 そ う い う 意 味 で 、 コ ロ ナ 禍 の 状 況 は 逆 に

良いきっかけになりました。次年度に向けて

これまでの古い体制を見直し、これからも子

ども達のために尽力していきたいと思いま

す の で 、 今 後 と も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。
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これからのP T A活動の

在り方について

校長高柳浩樹

保 護 者 の 皆 様 、 今 年 1 年 間 P T A

活動に御協力いただきまして、誠

にありがとうございました。おか

げさまで、このコロナ禍の中でも

無 事 令 和 2 年 度 を 終 え る こ と が

できそうです。

さ て 、 校 長 と し て 3 年 間 務 め さ せ て い た だ い て い

る間に考えていたことの1つを紹介させていただき

ます。もしそれがこの難しいテーマへのアプローチ

になれば幸いです。

赴任以来「生徒が創り上げていく学校」をめざして

「生徒の主体性を伸ばす」ことを目標に学校経営を行

ってきました。その中の1つが、新聞でも紹介された

『生徒たちで取り組んだ校則改正淵です。その活動を

通 し て 思 っ た こ と で す が 、 『 校 則 改 正 』 を P T A 補 導 委

員会と生徒会で行ってみるのはどうでしょうか。他

の学校よりもかなり改正されている本校の校則です

が 、 生 徒 と P T A が 協 力 し て 『 校 則 改 正 』 を 行 え ば 、 さ ら

に生徒や御家庭の実態に合ったものになるのは間違

い あ り ま せ ん 。 こ の よ う な 視 点 で P T A 活 動 を 考 え て

い く こ と も 意 義 が あ る の で は な い か と 思 っ て い ま す 。

コロナ禍の中ではありますが、今後も保護者の皆

様の豊かな経験と知恵を結集し、生徒たちの学校生

活がより豊かになるよう、P T A活動がさらに充実す

る こ と を 信 じ て い ま す 。
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厚生体育委員長

昨年度に引き続き教育環

境の美化と生徒と P T A の交

流を目的にした親子奉仕作

業を行うはずでしたが、今年

は コ ロ ナ 感 染 予 防 の 為 、 残 念

ですが中止とさせていただ

きました。来年度は親子奉仕

作業が開催できる事を願い

ます。

教養委員長

教養委員会では、学校行事

などの写真を集め、PTA新聞

7 5 号 を 作 成 し ま し た 。 色 々 な

場面の写真を目にすること

が で き ま し た が 、 コ ロ ナ 禍 と

いうことで例年とは遠い、子

ど も た ち が マ ス ク 姿 で し た 。

少し淋しい気がしたので、来

年度は、生き生きとした表情

の子どもたちが見られるよ

う、願いたいです。

補導委員長

今年は活動内容は少な

かったものの、見回り等

で生徒たちの安全を確認

でき、とても優秀な藤中

を再認識させていただき

ました。子どもたちの安

全を守るため、来年にし

っ か り バ ト ン タ ッ チ を 行

い た い と 思 い ま す 。 あ り

が と う ご ざ い ま し た 。

母親委員長

2月18日(木)母親委員会で

は、今年度回収したベルマー

ク の 仕 分 け ・ 集 計 作 業 を 行 い

ま し た 。 回 収 を 姶 め た の が 遅

かったため、昨年度よりも枚

数は少なかったですが、様々

な種類のベルマークが集ま

り ま し た 。 丁 寧 に 1 0 枚 ず つ ま

とめてあるものも多く、作業

は ス ム ー ズ に 進 み ま し た 。 P

T A の 皆 様 に た く さ ん 御 協

力いただき、ありがとうござ

いました。
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教頭

松山幸市

「家庭、地域、学校が一体となって」
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教務

冨田真津美
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生徒指導主事

山本浩史

ゝ
科
義育

貴

事務職員

川上梨衣

養護教諭

横井裕美
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1年主任

植木芳美

1年副担任

籐下慶昭

1年副担任

槌山和代子
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1組担任梅藤隆
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「 常 笑 ・ 常 勝 ・ 常 元 ・ 上 昇 」 の 学 級 目 標 を 達 成 し た 2 6 人 の み な さ ん ! み ん な の こ と

が大好きです!先生はこれからもみなさんを応援しています!

1年3饂
3組担任 松本桂一

謳
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「 D R E A M ～ H a p p y  e n j o y 松 本 ぼ く じ ょ う ～ 」 の 学 級 目 標 を 掲 げ て 、 大 き く 成 長 し

ていくみんなの姿を見られて幸せでした。これからも自分の夢を実現させま
しょう!
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個 性 豊 か な 2 6 人 の 仲 間 は 「 O N E TEAM～笑顔 協力 助け合い～」の目標を掲
げ 、 日 々 精 進 し て き ま し た 。 こ れ か ら も 前 進 あ る の み I u

゛ ー 『 ー  4 組 担 任 酒 井 勇 太 r '

1-1年4饂

9

あたたかく、素直で、ひたむきなみなさんに出会えたことに感謝しています。こ

れからも「出来ない」じゃなくて「出来る」を増やせるように、L e t '
s T r y l で す !
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コロ十 の中、2か目
れの入学式むな1 1棲し把。
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暑い串、みんな頑張11修した。
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日頃お世話になった地域に感謝をこmて。

「家庭、地域、学校が一体となって」

11

l
学年祭が行われ修した。

今年は校外学習の代わ

o
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1組担任
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"@かま思いで @つきある @ と ま り の あ る ク ラ ス "

学校祭や校外学習、そして日々の学校生活を経て、6月に掲げ

た 学 級 目 標 の よ う な ク ラ ス に な り ま し た 。 自 然 と 助 け 合 い が

で き る チ ー ム ワ ー ク 抜 群 の 2 - 1 で す 。
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組年

宇

全員団協力し げん(j)を出して 何事にも挑戦でき(j)

「 で ・ き ・ る 2 - 3 」 を め ざ し て 、 毎 日 明 る く 楽 し い 仲 間 た ち と

元気に過ごしてきました。よいことがあればみんなで喜び合

え る 優 し い ク ラ ス で す 。

令 和 3 年 3 月 1 0 日

年
浦
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2年副担任

籐岡三桓子

睾

褪
里

2
高

「た」助け合い 「の」のんびり 「し」真剣 「い」一生懸命

「に」にぎやかな 「の」のびしろのある 「に」のに。みんなで

考えた学級目標を達成できるように、日々チャレンジし続け

た2-2です!

2年4饂
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担任の名前にちなんだ学級目標は「サカバンマンのように～

笑 顔 ・ 行 動 力 - 元 気 1 0 0 倍 ! ～ 」 で す 。 み ん な が 元 双 で あ り 、 元

4組担任 気を与えられるクラスになるように頑張りました。
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令和2年度

生徒会 ゛ー11簾鴛
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生徒会会長木下 喬斗 宮來夢

生 徒 会 副 会 長 佐 々 木 葵 中柚衣

生 徒 会 副 会 長 野 尻 和 希 凜

書 記 長 坂 井 凛 太 郎 田淳成

宮
中
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長
長
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1学期生徒会長 木下喬斗

今年度はコロナ禍で様々な

制 約 が あ り ま し た 。 そ ん な 中 で 、

どんどん明るくなっていく籐

中を見て、改めて籐中の力強さ

を感じました。

スローガンは「一心革命」で

す 。 行 事 が 十 分 に 行 え な い 中 で

も 、 様 々 な こ と に 挑 戦 し 、 多 く

の革命を起こしていこうとい

う 願 い を 込 め ま し た 。

2学期生徒会長 椿

小
野
松

長
長
長

記
計
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「家庭、地鼠学校が一体となって」
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保護者Voice

今年はコロナ禍という大変な年になり、

文化祭では縮小した形にはなりましたが、

その分一致団結して逆に忘れられない思

い 出 の 一 つ に な っ た と 思 い ま す 。

こ れ か ら め ざ す 道 は 遣 っ て き ま す が 、 こ

の 調 子 で 乗 り 切 っ て ほ し い で す 。

今年の文化祭は制限のある中、

「線香花火～激しく静かに咲き誇

ろう～」のテーマのもとに作り上

げられた特別なものになったので

し ょ う 。 ブ ロ グ で 紹 介 さ れ た 模 擬

店や装飾、展示作品の数々は素敵

でしたし、ステージ発表や吹奏楽

部の演奏は楽しく感動的だったと

聞 き ま し た 。 今 年 は 、 突 然 の コ ロ ナ

禍 で 叶 え ら れ な か っ た 思 い を 抱

え 、 悔 し い 思 い を し て い る 人 た ち

も い る で し ょ う 。 腐 ら ず 新 し い 環

境を受け入れ、考え工夫し、楽しみ

な が ら 経 験 を 穰 ん だ み な さ ん に

は、存分に力を発揮できる日が必

ず来ます。立志式で掲げた目標を

胸に感謝の気持ちを忘れず、この

先の人生を歩んでほしいと願いま

す。
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保護者Voice

でしたが、みんなで力を

大 変 な 時 期 の 体 育 祭

合わせて、大成功でした

ね。これから受験に向け

て 苦 し い 困 難 が 待 っ て I
い る と 思 い ま す が 、 必 ず

み ん な で 乗 り 越 え ら れ

る ! 全 員 笑 顔 で 卒 業 で

き る よ う に 、 が ん ば れ !
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今年はコロナ禍のために部活動で

有終の美を飾れず、悔しかったこ

と で し ょ う 。 試 合 で 「 勝 つ 」 喜 び は

得られませんでしたが、仲間と共

に困難に立ち向かい、自分に「克

つ」ことで得られたものは一生の

財 産 と な る で し ょ う 。

保護者

Voice

部活動お疲れ様でした。練習や試合

にたくさん励みましたね。仲間と分

かち合った喜びや悔し涙は、これか

ら 次 の ス テ ー ジ に 進 む 君 た ち に

と っ て か け が え の な い 思 い 出 に

な っ た と 思 い ま す 。 こ れ か ら も ず っ

と 応 援 し て い ま す 。7鴫

保護者Voice
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今 年 の 修 学 旅 行 は 無 理 で は ?

と不安な中、10/8・9の県内一泊

旅行に決定。コース別研修や嶺

南観光を通し、福井の魅力を再

発見できた、思い出に残る旅行

になりました。無事旅行を終え

ることができ、先生方をはじめ

保護者の皆様にも感謝です。

保護者

6
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保護者

Voice

今年は新型コロナウイルス感染症の拡大で、3年生としてのスタートが遅れました。学業優先

のため、いろいろな行事が中止になる中、夏休み明けに無事に文化祭・体育祭が開催できたこと

は 、 中 学 校 生 活 最 後 に な る 3 年 生 に と っ て は 、 と て も 想 い 出 深 い 行 事 の ひ と つ に な っ た と 思 い ま

す。体育祭では例年ほど練習ができなかったにも関わらず、どの色も素晴らしい応援合戦でし

た。コロナ禍でも工夫をすればどんな事でも楽しめる事を教えてもらえました。きっとこの経験

は こ れ か ら の 人 生 に 生 か し て い け る と 思 い ま す 。 素 敵 な 想 い 出 を 胸 に 頑 張 っ て く だ さ い 。

撰鑓厖哩 一皿 ノ

突然のコロナの流行で、学校生活や日常生活にも変化がありました。部活の大会や学校行

事など、楽しみにしていたこともあったと思います。何と言っても3年生のメインイベント

(笑)修学旅行。県内一泊となってしまいましたが、クラスの皆や友達と一緒に過ごした時間

は 、 と て も 楽 し い 思 い 出 に な っ た こ と で し ょ う 。 大 変 な と き も 楽 し い こ と は あ り ま す 。 皆 さ

ん 、 こ れ か ら も が ん ば っ て く だ さ い 。

3年主任

江端達也

3 年 1 組 佐 部 真 琴

子 級 目 標 「 S U N - 1 ～ 自 然 体 ～ 」 の

蒋ように、自分らしさを大切にしな

i が ら 、 " や る 時 は や る " ク ラ ス と し

て 楽 し い 毎 日 を 過 ご し ま し た 。

3 年 2 組 大 原 祟 嗣r みんながクラスのために一生懸命に

なれる元気で愉快な仲間たちでした。

*

3年副担任

淵本哲史

3年副担任

山本香奈

3年副担任

平山章子

3 年 3 組 村 上 酉 郁

「 S w i t c h ～ 3 3 人 ス イ ッ チ O N  ! 」

学 級 目 標 を 掲 げ 、 次 の O N ス テ ー

に向け頑張りましたⅡ

の
ジ

一人ひとりの個性を活かしながら、,_;

3 年 4 組 嶋 田 剛 久

日 々 成 長 。 素 敵 な 集 団 を め ざ し ま ＼ ' ＼し た 。 「 あ つ ま れ ! 4 組 の 島 」

:r:i!i3 年 5 組 吉 田 百 代

自立した一人の素敵な大人に成長

で き る よ う 、 日 々 い ろ ん な こ と に

努力しました。

「家庭、地域、学校が一体となって」

3 年 6 組 谷 口 寛 子

『捲土重来」を学級目標に失敗は

成 功 の も と … と 頑 張 り ま し た 。


